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論　文　内　容　の　要　旨

　目的

　Coxの比例Hazzard－modelによる重回帰型生命表

法を使用し，経過時間を考慮した多変量解析法で，IgA

腎症の腎生検病理所見の予後に対する影響を検討し

た．

　対象

　昭和52年度から9年間に，IgA腎症と診断された108

症例中，組織半定量化が可能で，十分な経過観察がで

き，統計解析可能だった40症例．

　方法

　①腎生検病理組織所見の半定量化には，次の代表的

9所見を点数化した．

　1．完全糸球体硬化病変，2．部分糸球体硬化病変，

3．mesangium領域病変，4．　paramesangium領域沈

着病変，5．半月体形成病変，6．末梢係蹄壁癒着病変，

7．末梢係蹄毛細血管開存度，8．尿細管間質病変，9．

問質細動脈血管開存度．

　②重回帰型生命表法の計算に当たり，従属変数であ

る予後の決定には生検後の血清クレアチニン値（SCr）

の推移で判定した．従属変数は上記の点数化された組

織病変である．従属変数の回帰係数の統計学的評価に

は，t検定を行った。次に，各項目に関して，予後に有

利な症例と不利な症例リスクの比（リスク比）を計算

した．

　結果および考察

　①SCrが2mg／d1に至るまでは，　mesangium領域

病変と半月体形成病変の2項目が相関関係（p〈．10）

を示し，リスク比は4．517と9．87であった．

　②SCrが4mg／d1に至るまでは，完全糸球体硬化の

項目が統計学的有意性（p＜．05）を示し，リスク比は

6．527であった．一方，mesangium領域病変と尿細管

間質病変が3．0台のリスク比を示した．

　③Coxの比例Hazzard－modelによる重回帰型生

命表法を用いると，IgA腎症の腎生検組織所見の予後

に対する重みは一定ではなく，腎機能障害の程度と時

期を考慮する必要があると考えられた．

　結論

　IgA腎症の腎生検所見を評価するにあたり，　SCrが

2mg／dlに至るまでの予後には，　mesangium領域病変

と半月体形成病変が重みを持つが，SCrが4mg／dlに

至るまでは，完全糸球体硬化がもっとも重要で，つい

で，mesangium領域病変と尿細管間質病変が重要で

あった．
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論　文　審　査　の　要　旨

　本研究はわが国に最も多い腎性腎疾患であるIgA腎症を対象とし，腎生検組織病変と予後との関係を検討

したものである．その結果，腎機能障害早期までにはメサンギウム病変，半月体病変が，中期には糸球体硬化

病変がその後の進行に影響が大であることを指摘したもので，学術的価値が高い論文である．
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